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目 �● �日常生活の中で、数 � �●具体物を用いた活動などを通して、数についての感覚を �●数を正負の数まで拡張し、数の概念についての ����●数の平方根について理解し、数の概念につい 

量に関心をもつo, ���豊かにする。 �理解を深める。 ����ての理解を深める。 

e �日常生活の中で、簡 ��●整数、小数及び分数の意味や表し方を理解する。 �●小数及て粉数 ��の計算について理解を深め、計算 ��●目的に応じて計算したり、式を変形したりする 

標 � �単な文字などに関l ��●整数の計算や、小数及び分数の初歩的な計算について、 �め仕方を考え、用いることができるようにする。 ����能力を養う。 

をもつ ���意味を理解し、計算の仕方を考え、習熟して活用できるよ �●文字を用いた式や方程式の必要性と意味を理解 ����●連立‾元一次方程式や‾次方程式について理 

うにする。 �し、-元一次方程式を用いる等の能力を培う。 ����解し用いる能力を培う。 

蟹 �e遊びや生活の中で �� �●身近に使われている整数、小数及び分数や生活経験と関 �●分数と小数の関係、四則混合の計算Ii蹄等式 ����●数の性質等を兄いだし数学的に説明し伝え 

数を数える等のよさ �� �連付〉ナて数の感覚を養うようにする。 �　　　　　　　　　ヽ の意味、式変形について、スノ叫ラルな教育課程 ����　　　」ヽ　　　ヽ 合う活動をとおして、文字を用いた式のよさを 

味わえるようl環境 ���●十進位取り記敷津や倍椀念等について図や絵を使って視 �を編成し、理解と習熟を図る。 ����実感させる。 

∴昔 � �整える。 ��覚的に理解できるようにする。 �●数量の関係や法則等を、文字を用いて表すよさ ����●計算の習熟に当たってぼ計算練習だけではな 

イ ����●計算の習熟に当たっては計算練習だ〉ナではなく計算の �を実感できるようにする。 ����く、計算の意味や数の概念についての理解も深 
ン ト ����意味や数の概念についての理角酪深められるよう酉晩婚- �●算数的・数学的活動では論理的に考察する等 ����められるよう配慮する。 

る。 �“の活動弱音やしていく 
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「 � � � �叢勧帽蒜刊霊軍帽三の � ����’　　平方根　　1 

整数の性質(偶数 と奇数約艶倍 �正の数・負の数1 

1 数、素数)音 

概数四捨五入l そろばんHそろばんl 1′噸勧唯的小数 力瀬)加法減法小数の加法、減法 �三三 ��� �図形の相似 【図形】 

∴∴一∴∴∴∴ ∴　∴∴∴∴ ○ゲ一一ムや遊融会などで数や回 数を嫌う 

′順の乗法、除法　　′」散分数の計算 ����三平方の定理 【図形】 

蕃 ‾」_ の つ 蘇 り・ �e人数をそろえて願う。 ���烏の位)　　畠雅的 �烏の位郭)　の能力の定着 ●集めたものの数を数えたり、あ げたり、もらづたり、友だちと等 しく分ナたりする。 ●身の周りの数字に興助を持ち、 轟いてみようとする。 �� �㌢加’茅彊設置0 その逆の渡田諸の漉し憶雑粉加嗣 純な雑穀など純なオ立教など の加法、減法の加法、滅法乗法(刷 　等算 �分数“ 分数(異分母)の加 法、減法 分数の乗法、除法 ,,書く乗数、除数が整音 数) �l音 分数の乗法、除法 (乗数、除数が分 数) …・号.量〇十十三次斌 

連立二元一次方程式　　　　　　二次方程式　l 

蒜’霊地評‾「 �����‾　」次臓放 � "…謀議十文乾用いた式 ��:離己閲係・喋徴"資料の活瑚: 文字を用いた式の四蝉慣　式の展開と因数分解音看 


